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写真1 線虫

図1 PC12細胞を用いた摘果ミカン果皮の抗酸化性評価

写真2 PC12細胞

図2 線虫を用いた摘果ミカン果皮の抗酸化性評価

⃝これまでの経歴を教えてください。
　�大学院修了後、KISTECの前身、神奈川県産業技術センターへ配属後、現在に至る。その間、博士（農学）を取得。食品科学、食品機能性の分野に約

15年従事。
⃝なぜ今の分野の研究をしているのですか？
　�植物が人の生活を支えていると考えています。そのため植物に関わる仕事がしたいと考え、少しでも関われる食品・バイオの分野を選び研究を行っ

ています。
⃝好きなこと、休日にしていることを教えてください。
　観葉植物栽培、園芸全般、生き物飼育、ビール、コーヒー。

研究員について

お問い合わせ先：
化学技術部　環境安全・バイオグループ　無料技術相談
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設備ナビ

●性能・特長

X-Yスキャン範囲：90μm×90μm　Zスキャン範囲：10μm
電動ステージ範囲：150mm × 180mm
対応モード：�形状（コンタクトモード、タッピングモード、ピークフォー

スタッピングモード）、機械特性（PeakForce QNM）、
電気特性（KPFM, TUNA）、磁気特性（MFM）、熱特性

（SThM）、圧電応答顕微鏡
付属設備：軟X線照射除電装置

●こんな分野におすすめ！
表面形状観察の他に機械特性や電気特性、磁気特性、熱特性の物性像
の取得が可能であり、半導体材料、太陽電池材料、熱伝導材料、圧電
材料、導電セラミック、ポリマー、電池などの分野におすすめです。

写真2 防音ボックス内の走査型プローブ顕微鏡本体

写真3 走査型プローブ顕微鏡の観察例

こんなお悩みを解決！

走査型プローブ顕微鏡は先端半径約10nm程度のプローブを試料表面の面内方向に走査して、ナノレベルの表面形状を観察する装
置です。表面形状のほか、機械特性や電気特性、磁気特性、熱特性の物性像を取得することもできます。また、大型電動ステージを搭載
したことで8インチまでの半導体ウェハ等に対応し、CMP研磨品、フォトマスク用ガラスなどに対応可能です。さらに、軟X線照射除電
装置も付属し、パワー半導体材料で使用される絶縁材料基板や静電気が発生しやすい樹脂材料などの表面形状観察も容易です。

・ナノレベルで三次元形状を観察したい、表面粗さを計測したい。
・材料の形状像や物性像を観察して、微細構造を知りたい。
・�走査電子顕微鏡では帯電して観察困難な絶縁材料の表面を観察

したい。

写真1 走査型プローブ顕微鏡全体

公益財団法人JKAによる「2025年度公設工業試験研究所等における機械設備拡充補助事業」を受
けて導入しました。

走査型プローブ顕微鏡
電子技術部　電子材料グループ　黒

くろ

内
うち

　正
まさ

仁
ひと

基本データ
機器名称 走査型プローブ顕微鏡
型　　式 Dimension XR NanoElectrical
メーカー Bruker
サ イ ズ サンプル直径210mm以下、厚さ15mm以下
導入年度 2025年度

お問い合わせ先：
電子技術部　電子材料グループ

担当者までお問い合わせ下さい。
利用料金

6



　
技術部紹介

高集積化デバイスの"熱"問題を解決するマルチスケール熱伝導率評価支援の開始
電子技術部　電子材料グループ　塩

しお

尻
じり

　大
だい

士
し

　“熱”問題に対する産業界のニーズに応えるため、これまでの研究経験を
基盤として2025年度からレーザーフラッシュ法による熱伝導率評価サー
ビスを開始しており、2026年度からはシート型材料を測定可能な薄膜用熱
拡散率測定装置とナノメートル領域の熱伝導率分布を可視化する走査型熱
顕微鏡によりバルクからナノまで幅広いスケールの評価に対応します。
　各装置の外観を写真1に、原理と特徴を図1と表1に示します。熱伝導率
は、熱の伝わる「速さ」と熱を蓄える「量」が複合した物性値であり、試料ご
とに伝熱の物理的背景を考慮した計測と解析が求められます。KISTECでは、
熱量計による比熱測定や高度な試料加工とも組み合わせ、お客様が必要と
する物性値を提供します。不正確なデータに基づく熱設計は、製品の性能
不足や市場での事故に直結するリスクが生じます。KISTECは確かな評価
技術と科学的知見に基づき、"熱"の課題解決を強力にサポートします。

　電子技術部では、企業の製品開発を加速させるため熱伝導率評価に関わる技術支援を本年度から開始しました。電気を
使用するあらゆる機器において、最大の副産物である"熱"の制御は製品の性能と寿命を左右する最重要課題です。特に
近年、半導体の高集積化に伴いデバイスの発熱密度は急増しており、スマートフォン等のモバイル端末から過酷な環境に
晒される航空宇宙機器に至るまで、高度で精密な熱設計が不可欠となっています。

写真1　装置外観
(a) レーザーフラッシュ法熱定数測定装置, (b) 薄膜
用熱拡散率測定装置, 及び(c) 走査型プローブ顕微鏡

（走査型熱顕微鏡モード）.

表1 KISTECが保有する熱伝導率評価装置の比較.カスタムメイド型の技術支援にも対応.

図１ �熱伝導率評価の原理と対応する測定領域. (a) 過渡平面熱源法, (b) レーザーフラッシュ法,  
(c) 温度波分析法, 及び(d) 走査型熱顕微鏡.

走査型プローブ顕微鏡（走査型熱顕
微鏡モード）は、公益財団法人JKA
の「2025年度 公設工業試験研究所
等における機械設備拡充補助事業」
により導入しました。

（P 6 「設備ナビ」でも紹介）

お問い合わせ先：
電子技術部　電子材料グループ
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KISTEC研修・教育講座のご案内
企業の研究者・技術者等を対象とし、学習効果を高める工夫をこらしたオンライン講座や対面講座を開催しています。

県内の中堅・中小企業が開発した優れた技術・製品を表彰する「神奈川工業技術開発大賞」が決定しました。
19件の応募の中から選ばれた大賞１件、奨励賞２件、未来創出賞２件をご紹介します。

K ISTEC INFORMATION

表紙の写真
P５.写真２PC12細胞

見て、歩いて、聞いてみよう！KISTEC施設公開デー 2026

第40回 「神奈川工業技術開発大賞」 受賞技術・製品が決定しました

技術支援機関であるKISTECができること、やっていることを皆様に広く知っていただくため、今年も施設公開デーを開催します！

ポイント 施設内の様々な実験室を自由に見学OK！ビジネスセミナーを同時開催！
技術者向けの各種テーマ型ツアー・一般の方向けにKISTEC説明＆簡易ツアーを開催！

DAY

1

DAY

2

海老名本部公開
2026年 5 月22日(金)

溝の口支所公開
2026年 5 月29日(金)

ＡＭ｜技術者向けテーマ型ツアー・理系学生向けツアー
ＰＭ｜ビジネスセミナー・一般向け説明＆簡易ツアー・自由見学

ＡＭ｜光触媒を知るツアー
ＰＭ｜川崎技術支援部ひとまわり見学ツアー・自由見学

接触媒質が要らない超音波プローブ
「乾 探」

高速・連続型
AI外観検査システム
TR-300

マニホールド型
流量コントローラーWMK

エコブーストLED照明制御による 
高効率植物生産システム

ブロッキー

株式会社TOMOMI RESEARCH

株式会社リガルジョイント株式会社キーストーンテクノロジー

株式会社アークホーム

ジャパンプローブ株式会社

超音波を使った材料・製品などの内部欠陥検査・厚さ測
定に於いて、接触媒質（グリセリンペーストなど）を必要
としない超音波プローブ「乾探（かんたん）」を開発しま
した。

連続搬送される光沢製品の微細なキ
ズを検出するため、 3 D処理の高速
化を実現し、高精度異常検知 AI を
用いてインラインリアルタイム検査
技術を開発しました。

半導体製造装置をはじめと
した産業機器向けの冷却水
の流量を、人手を介さず自
動制御する流量コントロー
ラーを開発しました。

光の三原色である赤緑青の
LED光を独立に制御するこ
とで、光合成を最適化し、
人工光植物工場の生産効率
を革新的に向上させるシス
テムを開発しました。

戸建て住宅等に目
隠し塀を作るため
のエクステリア建
材として、コンク
リートブロックの
代替品となる製品
を開発しました。

大  賞

未来創出賞

奨励賞奨励賞

未来創出賞

〉〉メガバンクOBのJAXA職員が案内する宇宙ビジネスのABC ビジネスセミナー

2026年3月発行©2026 Kanagawa Institute of Industrial Science and Technology

①　　　人材育成部　教育研修グループ　　　TEL. 044-819-2033
②、③　人材育成部　産業人材研修グループ　TEL. 046-236-1500
※やむを得ない事情により、日程・内容等の変更や中止をする場合があります。詳細はHPをご覧ください。

お問い合わせ先

●参加方法：来場登録制 ※ツアー等は予約制のため、お早めにお申し込みください。
●お申し込み・詳細・お問い合わせ：ホームページをご覧ください。

神奈川県　産業振興課 　 
TEL 045-210-5646

① 「MI×データ科学」コース 
〜LLM・自動実験・計算・画像とベイズ最適化ハンズオン〜 令和 8 年 5 月26日（火）、29日（金） 2日間 オンライン

② よくわかる環境ISO講座 令和 8 年 5 月26日（火） 単日 オンライン

③ EMC入門セミナー 令和 8 年 5 月28日（木）、29日（金） 2日間 オンライン
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